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浜松市青少年育成センターだより

令和３年度 

初夏号（vol.1）
～いしずえ～

次世代を担う子供たちのために

次世代育成課長 野田志保

新年度が始まり、感染症対策を行う中で入学式や始業式が行われ、子供たちが元気よく

通学する姿を見ますと微笑ましく、また喜ばしく思います。

この１年、新型コロナウィルス感染症が猛威を振るい、未だ収束の兆しが見えず、浜松

市においても感染者が増え続けている状況です。

昨年は、新型コロナウィルス感染防止のために学校が一斉休校となり、子供たちが学校

に通学できない時期がありました。行事などは中止としたり、規模を縮小して行ったりす

るなどして、これまで当たり前に行っていたことが出来なくなってしまいました。

普段の生活ではマスクの着用は当たり前となり、どこに行っても手指の消毒や検温を行

います。人と対面する場合はソーシャルディスタンスを確保し、「密」の状態にならないよ

うに気を付けるようになりました。さらに不要不急の外出を控え、行きたいところへ自由

に行くことも出来なくなりました。

各地域の青少年健全育成会におかれましても、事業の中止や活動を自粛とするなど、例

年と同じような活動が行えない中、子供たちへの声掛けや挨拶運動など、出来る範囲で工

夫して行っていただいたと伺っております。そういった育成指導員の皆さまの地道な活動

によって、子供の安全安心が守られていることに、心から感謝申し上げます。

青少年育成センターでは、若者相談支援窓口「わかば」での相談業務や SNS を活用した

若者相談事業、また青少年支援体験活動事業など困難を有する若者への支援事業を進める

とともに、子供の健やかな成長を支える健全育成会活

動等の事業を推進しています。

子供はかけがえのない存在です。コロナ禍にある今

だからこそ、自分や他人の命を大切にして、相手を思

いやる心を育み、夢や希望をもって、豊かに育つこと

が大切です。

各地域の青少年健全育成会の皆さまには、「地域の子

供は地域で見守り育てる」を合言葉に、引き続き、未

来の浜松を担う子供たちへの温かいご支援を賜ります

よう、心からお願い申し上げます。
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＜補導・環境浄化事業＞ 

（１） 補導実施回数 【上段：回数、下段：人数】 

区分 年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

R2 9 10 14 8 5 10 13 12 11 10 11 11 124

R1 13 9 11 11 11 12 10 13 10 12 12 9 133

R2 1 4 0 16 4 3 0 0 0 0 0 0 28

R1 19 18 18 43 25 19 15 19 24 20 19 6 245

R2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2

R1 0 7 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 11

R2 10 14 14 24 9 13 14 12 11 10 11 12 154

R1 32 34 29 55 36 31 26 32 35 32 31 16 389

R2 18 19 28 117 10 20 26 24 22 19 21 19 343

R1 123 96 133 129 134 142 112 142 107 130 110 17 1375

R2 2 11 0 56 11 7 0 0 0 0 0 0 87

R1 66 52 61 124 89 54 49 58 76 62 62 16 769

R2 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 6 12

R1 0 18 0 24 0 0 5 0 30 0 0 5 82

R2 20 30 28 173 21 27 32 24 22 19 21 25 442

R1 189 166 194 277 223 196 166 200 213 192 172 38 2226

実
施
回
数

参
加
者
数

浜松駅
周辺補導

地区補導

祭典等
特別補導

合計

浜松駅
周辺補導

地区補導

祭典等
特別補導

合計

（２） 育成指導員の声 

令和２年度街頭補導活動報告 （Ｒ２年４月～Ｒ３年３月）

この活動は、浜松駅周辺と市内 48中学校区で巡回活動を行い、青

少年への声掛けを通して、非行の未然防止や早期発見、早期対応を

行う青少年の健全育成を目的としています。 

令和２年度は、225 人の育成指導員で 154 回（前年比 235 回減）の

街頭補導活動を行い、延べ 442 人（前年比 1784 人減）の御協力をい

ただきました。まことにありがとうございました。 

今後も御協力、よろしくお願いいたします。 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴い、令和２年７月のみ活

動を行いました。 

声掛け活動
への御協力
ありがとう
ございまし
た！ 

・女子高校生が電子タバコらしき物を吸引していたため、声を掛けたところ、隠したた

め吸引しないよう指導した。【７月浜松駅周辺】 

・カラオケ店の店員に、中高生への時間制限の呼び掛け、アルコール・たばこの指導や

観察をお願いした。【７月天竜中校区】 

・ゲームコーナー店員の話では、保護者同伴の小学生の来店が多いとのことだった。【７

月浜北北部中校区】 

・公園では、小学生グループが池の中に入ってザリガニ捕りをしていたので、深みに入

らないよう声を掛けた。【７月高台中校区】 

・ハロウィンに伴う特別補導では、例年に比べ人出は少なかったものの、周辺のプリク

ラコーナーには多くの女子が列を作っていた。【10月浜松駅周辺】 
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（３） 街頭補導にみる青少年の実態 （浜松駅周辺・地区・特別補導の合計数）

令和２年４月～令和３年３月   単位：人

番 　　　　　　　　　　　　　　　　学職別

号 　　具体的態様

1 飲　　酒
酒類を飲用している。また、飲用する
ために所持している。 0 (0)

2 喫　　煙
喫煙している。またはそのためにタバ
コや喫煙具を所持している。

4 (3) 4 (3)

3 たかり
他人に対し不本意な金品の交付や貸
与等を要求する。

0 (0)

4 家　　出
正当な理由がなく、生活の本拠を離れ
帰宅しない。

0 (0)

5 不健全性的行為
健全育成上支障のある性的行為をす
る。

0 (0)

6 不良交友
犯罪性のある人やグループと交際をす
る。

0 (0)

7 怠　　学
理由もなく学校を休んだり遅刻・早退を
したりしている。 0 (0)

8 怠　　業 理由もなく職場に行かない。 0 (0)

9 深夜徘徊
深夜に徘徊したりたむろしたりしてい
る。

0 (0)

10 カラオケ店入場
条例や学校の規則等に反して、カラオ
ケ店で遊んでいる。

0 (0)

11
ゲームセンター等

入場
条例や学校の規則等に反して、ゲーム
センター等で遊んでいる。

0 (0)

12
自転車

　　二人乗り
自転車で二人乗りをしている。 2 2 (0)

13
自転車

　　携帯等操作
自転車に乗りながら携帯電話・音楽機
器等を操作している。

2 (2) 1 3 (2)

14
自転車
　　無灯火

灯りを点けずに自転車に乗っている。 0 (0)

15
自転車
　　傘差し

傘をさしながら自転車に乗っている。 0 (0)

16
その他自転車の違反

行為
自転車の並進・一時停止・信号無視な
どの行為をしている。

0 (0)

0 (0) 0 (0) 4 (2) 0 (0) 5 (3) 9 (5)

17 カラオケ店
カラオケ店内で声を掛けた。
(例－遅くまで遊んでいないように。）

0 (0)

18 ゲームセンター
ゲームセンター店内で声を掛けた。
(例－お金を遣いすぎないように。）

18 (10) 9 (5) 1 28 (15)

19 アクト：ショパンの丘
ショパンの丘周辺で声を掛けた。
（例－暗くならないうちに帰りなさい。）

12 (10) 12 (10)

20 路　　　上
路上で見かけた気になる行為や善行
に対して一声掛けた。

11 (9) 50 (28) 9 70 (37)

21 その他の場所で その他の場所で一声掛けた。 20 (6) 14 (10) 71 (40) 2 107 (56)

20 (6) 43 (29) 142 (83) 2 (0) 10 (0) 217 (118)

20 (6) 43 (29) 146 (85) 2 (0) 15 (3) 226 (123)　　　合　　　　計

　　　小　　　　計

　　　小　　　　計

行　　　　為 小学生 中学生 高校生 他の学生
学生外

（無職・有職）
合　計

 青少年育成センターでは、各健全育成から推薦をいただいた育成指

導員で、週３回の浜松駅周辺補導と２か月に１回程度の地区補導を行

っています。あいさつや声掛けが主な活動となりました。 

一方、自転車二人乗りや自転車乗車中の携帯電話操作など自転車の

交通違反が気になる状況です。しかし、走行中の自転車に対しての注

意・声掛けは、危険を伴う行為ですから十分な注意が必要です。 

学校や地域関係機関と連携して、自転車の乗り方やマナーについて

啓発していくことで、１件でも多く自転車の交通事故減少に努めてい

きたいと考えています。 
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（４） 社会環境の実態調査における調査店舗数（Ｒ３.１.８現在） 

有害情報の氾濫や深夜営業店の増加など青少年を取り巻く社会環境が大きく変化しており、その実態

を把握し、今後の青少年施策の基礎資料とするため、各地区育成指導員に実態調査を行っていただいて

います。                              単位：店

番 中学校区名 書店 コンビニ がん具 カラオケ ｹﾞｰﾑｾﾝﾀｰ ビデオ・DVD ネットカフェ ボウリング 自販機 携帯電話 合計

1 東部 2 10 1 1 1 15
2 西部 10 1 1 2 14
3 南部 2 14 2 2 1 1 2 24
4 北部 4 1 2 7
5 中部 7 13 6 9 2 1 4 42
6 八幡 2 10 4 16
7 曳馬 2 16 1 4 1 5 29
8 新津 1 7 8
9 江西 5 2 7
10 蜆塚 2 4 6
11 天竜 1 14 1 1 1 1 3 22
12 与進 5 12 1 2 3 5 1 1 8 38
13 笠井 1 6 1 1 9
14 南陽 1 7 1 1 3 13
15 北星 3 5 2 2 2 3 17
16 都田 4 1 5
17 神久呂 6 6
18 入野 4 10 1 3 1 6 25
19 積志 3 14 1 1 1 2 4 26
20 湖東 10 1 11
21 篠原 6 1 2 9
22 丸塚 1 9 1 1 1 4 17
23 高台 2 9 2 1 1 3 18
24 庄内 4 4
25 江南 4 4
26 開成 4 11 1 5 2 23
27 中郡 4 4
28 三方原 2 14 1 1 1 19
29 東陽 3 1 1 5
30 佐鳴台 4 1 1 6
31 富塚 1 4 1 1 4 11
32 可美 9 1 1 11
34 舞阪 2 1 3
35 雄踏 5 5
36 浜名 2 10 1 1 1 3 18
37 北浜 2 7 2 1 2 1 4 19
38 浜北北部 1 10 1 2 14
39 麁玉 5 2 2 9
40 北浜東部 2 5 1 1 2 11
41 清竜 1 2 1 4
42 光が丘 4 4
43 春野 1 1 2
47 水窪

48 細江 7 1 8
49 引佐南部 1 3 4
50 引佐北部 0
51 三ヶ日 2 4 1 1 8
52 佐久間 1 1

58 327 23 26 22 37 8 4 1 75 581
58 327 24 28 22 37 8 4 1 74 583

-1 -2 1 -2

合　計

R1年度

前年比

各地域育成指導員の協力により社会環境実態調査が行われ、浜松市内の膨大な件数の調査を行うこと

ができています。調査を行う中で、改善が必要な場合は、県条例を抜粋したちらしを配布し、改善する

よう依頼しています。

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、十分な調査ができませんでしたが、

今後、さらに青少年を取り巻く社会環境の浄化を目指して調査し、状況に応じて改善依頼等の働きかけ

が必要です。
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＜補導・環境浄化事業＞ 

（１） 概 況 

実施時期 夏 季 冬 季 

実施日（基準日） 令和２年７月 31 日（金） 令和２年 12月 25 日（金） 

参加対象 市内小中学校８校  

実施時間 各校区で時間を設定  

実施場所 市内中学校区  

参加者総人数 223 人  

内 

訳 

青少年育成指導員 10 人  

学校職員 122 人  

保護者PTA 75 人  

健全育成会 11 人  

警察官 ５人  

自治会 ０人  

ほか ０人  

巡回場所 536 箇所  

声掛け数（補導の結果） 114 人  

（２） 令和２年度の補導活動 

  毎年、浜松市青少年育成指導員の皆様をはじめ、学校職員、ＰＴＡ、健全育成会、警

察官、自治会等々、多くの方々からの御理解と御協力をいただきながら、青少年の見守

り活動を進めてまいりましたが、今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大のため、中

止とさせていただきました。 

  そうした中でも、小中学校によっては、巡回箇所や人数を減らして見回りをしたり、

通学の途中や自宅の前で距離をとって、子供たちに声掛けを

したりしてくださる方等、工夫した取組も見られました。本

当にありがとうございます。 

  皆様におかれましては、引き続き「地域の子供は、地域で

見守り育てる」（合言葉）のとおり、未来を担う子供たちの

ために、いつでもどこでも子供たちへの温かい声掛けをお願

いします。今こそ、子供たちには大人との関りが必要です。 

まず、挨拶から始めてみましょう。 

  本運動は、平成12年 11月から始まり、今年度で21年目になりました。

本市の現在の声掛け運動協力者累計は、95,840 人（20 歳以上の割合＝

14.7％）になり、年々増加しています。県内初の大台 100,000 人突破を

目指し、さらに拡大を図っていきますので、賛同される方の御紹介及び

積極的な申し込みをよろしくお願いいたします。 

◆ 実行章の申し込みは、浜松市青少年育成センターのホームページから申し込み

用紙をダウンロードして御利用ください。 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/ikusei/top.html

＜声掛け実行章＞ 

令和２年度 県内一斉少年補導のまとめ

地域の青少年声掛け運動 

中
止
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＜青少年健全育成事業＞ 

浜松市内 48 中学校区ごとに青少年健全育成会が結成され、「地域の子供は、地域で見守

り育てる」を合言葉に様々な活動に取り組んでいます。青少年育成センターでは、各地域

に健全育成事業を委託し、活動の支援をしています。また、各地域の育成会の代表者で組

織する「浜松市青少年健全育成会連絡協議会」の事務局として、地域の代表者が相互に連

携を深め、地域のよりよい実践へとつながるよう研修会等の企画を行っています。 

☆重点活動 「地域の子供は、地域で見守り育てる」活動の推進 

           青少年の非行・被害防止の啓発 

青 少 年 健 全 育 成 事 業 紹 介
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＜青少年健全育成事業＞ 

「地域の子供は、地域で見守り育てる」という意識の

もと、緊急時の避難場所となる「こども１１０番の家」に協賛、登録をして

いただいています。登録していただいた家庭や事業所には、子供の目線で見

えやすい場所に右記のようなステッカーを掲示していただいています。この

ステッカーの掲示は、避難場所を示すだけでなく、犯罪を防ぐための抑止力

にもなっていると考えられます。

令和３年４月現在、｢こども１１０番の家｣は、浜松市全域で 7,455 戸の家

庭や事業所に登録をしていただいています。今後も、浜松市として、さらに

地域の輪が広がり、地域と子供のふれあいを通して地域の結びつきが強まる

ことを期待しております。

活動に賛同し、協力していただける場合は、地域健全育成会の事務局、もしくは青少年

育成センターに連絡をお願いします。

１．子供が緊急避難しやすい環境づくり 
① 『子供たちとのコミュニケーションを！』 

登下校などで子供たちを見かけた時は、普段から「おはよう」「さようなら」と 

気軽に声を掛け、顔見知りになりましょう。 

② 適切な位置に表示を！ 

表示の位置は、子供の目線にあるのが適切です。物陰にならないか、道路から見えや

すいかなどを点検し、掲示を願いします。 

２．子供が緊急避難をしてきた時の対応 

① 自分が落ち着きましょう！ 

 ・一呼吸おいて、落ち着いた表情で！ 

 ② 子供を落ち着かせましょう！ 

  ・「もう大丈夫だよ」の優しい言葉かけを！ 

③ 何があったのか聞きましょう！ 

  ・声を掛けられた？ちかん？交通事故？追いかけられた？病気？恐喝や暴力？等 

④ 家族や警察、学校に連絡しましょう！ 

・家族や警察、先生がすぐ来ることを説明し、子供を安心させることが大切です。 

・家族や警察、先生が来るまで、保護していてください。

☆「こども１１０番の家」とは…
不審者に遭遇するなど危険を感じた子供たち

がすぐに逃げ込むことができる緊急避難場所の
ことです。

「こども１１０番の家」の詳しい活動については、右記のＱＲコードからご覧になれます。

「こども１１０番の家」をご存じですか？
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＜若者支援事業＞ 

若者相談支援窓口「わかば」では、中学卒業後から 39 歳までの若者を対象

とした悩みについて相談に応じます。相談内容にふさわしい情報の提供や支援

機関の案内をおこなっています。 

＜令和２年度の相談内容及び相談件数＞ 

「わかば」では、電話相談に踏み切れないでいる若者のため、ＳＮＳを活用した若者相

談支援事業を実施しています。令和２年度の実施結果については、以下のとおりです。 

令和 2年度実施結果 

【相談期間】第１期 令和２年 7月 27 日（月）～9月 12 日（土） 

第２期 令和２年 12月 21 日（月）～令和３年１月 16 日（土）※日・祝除く

【相談時間】平日、土曜 午後６時～午後 10 時 

【受付アプリ】LINE（受付アカウント名：わかものライン相談＠浜松市） 

相談受付日数 友だち登録 相談件数 相談者数

R2 59 日間 1,136 人 904 件 353 人 

R1 12 日間 183 人 201 件 85 人 

若者相談支援窓口「わかば」 

10代
50%

20代
21%

30代
18%

40代
以上

3% 不明
8%

令和 2 年度年代別相談割合

SNS を活用した若者相談支援事業 

令和３年度も夏頃に期間限定の相談受付を予定しています。

ご利用の際は、右記 QR コードから友だち登録をお願いします。 

※以下の企業様に、本事業の広報にご協力いただいています。 

㈱遠鉄ストア様、㈱杏林堂薬局様、日本マクドナルド㈱様、学校法人河合塾様、㈱クラ・ゼミ様
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＜若者支援事業＞ 

浜松市では、平成 23年度から、社会生活を円滑に営む上で困難を有する若者（概ね 15

歳から 40 歳未満）を円滑に支援するため様々な機関による「若者支援地域協議会」を設

置しています。協議会では、支援機関の職員等を対象とした研修会を年２～３回程度開催

しています。今号では、令和２年度第２回の様子をお伝えします。

若者相談支援窓口「わかば」 

子供・若者の相談窓口や支援機関を掲載した『子供・若者支援機関ガイド 

はままつホッとナビ』を作成、配布しています。「悩みがあっても、どこに行 

けばいいか分からない」という方に役立てていただけるよう、浜松市内にある 

計 19 の相談窓口や機関の連絡先、受け付ける相談の内容や営業時間を一覧にしま 

した。ぜひご活用ください。 

インターネットでも閲覧、ダウンロードが可能です。 

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/ikusei/hot_navi.html 

浜松市若者支援地域協議会 研修会 

リモートでも参加可能なZoomを活用して研修会を開催しまし

た。(研修会場では十分な感染症対策を行いました)市内 42 支援

機関・団体から約 60 人の参加がありました。様々な立場での

若者支援の取組が紹介され、参加者からは、「保護観察の理解

が深まった」「協力雇用主や保護司の活動内容が分かり有意義

だった」等の声が聞かれました。

令和３年度も「若者支援地域協議会研修会」を開催予定です。詳細は、お問合せください。

子供・若者支援機関ガイド はままつホッとナビ 
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浜松市青少年育成センター

〒430-0929  

浜松市中区中央一丁目２－１ ｲｰｽﾃｰｼﾞ浜松ｵﾌｨｽ棟７階 

電話(053)457-2418   

F a x(053)454-3708


